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猪
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六
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雜
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錄

卿

後
.の
刺
：子
浚
合

子
を
似
次
贷
出
を
し
衣
の
で
*
る
o
,從

：
つ

て

當

今

の

.
低
 

刺
は
谶
に
：金
働
の
.調
節
に
關
聯
ふ
て
發
生
せ
る
一
時
的 

の
现
象
た
る

;.
{
;
止
ま
：る
P

さ
れ
ば
.、
此
調
節
が
完
全
わ 

行
は
H
.た
る

曉
に
は
合
衆
國
に
於
け
ん
利
子
步
合
は
;® 

^•
s
fe
の
免
何^

S
E
^
^
.

ヤ
ムr
日
よ
り
も
，.著
し
^
高
位
を 

保
つ
で
あ
ら
，>
と
©
は
れ
^

0

以
上
論
述
す
る
所
は
予
が
戦
後
利
子
#
合
が
低
率
で 

あ
各
で
あ
ら
ぅ
と
言
す
る
\

々
に
：间
意
す
る
■こ
と
の
.出 

來
な
い

纽
FI
1

^

一
 

部
で
あ

る

。

歐
讲
は
戰
後
大
に
a

弊 

し
て
£

« *

の»

金
を
悄
入
れ
る
の
力

を

^

す

ま

い
.1
C

論. 

じ
ら
れ
て
居
る
，o

«
し
職
0
が
永
引
け
ば
歐
洲
の
借
則

か
八
T
"
,
wよ
り
も
大
に
减
退̂

る
こ
■と
も
あ
.る
で
あ
ら 

5

0
然
し
な
が
'ら
、
吾
人
の
a

憶
す
可
き
こ
と
は
假
‘令 

歐
洲
が
M

额
の
資
金
を
借
入
れ
る
に
せ
よ
將
た
又
少
額 

の
資
金
を
借
入
た
る
に
せ

よ

、

是
れ
^
の
如
く
貸
手
で
ー 

な
く
し
て
借
手
た
る
の
一
事
で
あ
必0
加
之
、
米
國
の 

餘
剩
資
金
は
に

‘於
て
：資
金
を
：猎
入
れ
て
居
つ 

た
後
進
酬
に
供
給̂

ら
る
、
で
あ
ら
う
。
亜
爾
然
丁
、

、
 

第̂1

號
.

一

六
八

他
の
南
米
諸
國
並
舡
東
徉
諸
國
は
令
後
合
衆
國
に
於
て 

資
金
を
調
逄
す

る

樣
;(
:

な

：
る

で

お

ら

ぅ

t

M
は

れ

る

o
, 

而
か
：も
此

:f
e

果
は
又
合
衆
國犯
於

け

る

利
子
*
合
を
騰 

資
せ
し

む

る

'0

傾

.向

，を
_宿

す

る

も

..の

で

あ

る

0
.

最
後
に
，‘利
子
步
合
0

决
定
に
攔
し
て
は
幾
多
の
豫
测 

し
*
き
事
情
が
か
る
の
み
^
ら
す
、
豫
侧
し
得
る
.事
情 

に
於
ズ
も
何
れ
が
道
要
に
し
て
何
れ
が
©
要
な
ら
ざ
る
；
 

か >

不
明
で
あ
る
を
'認
め
ざ
る
を
得
な
.い
.こ
と
を
繰
返 

し
て
云

ふ

て

置
き
た
ぃ
o 
,從

っ

て

予

が

試

み

た

豫

富

は 

大
ざ
つ

ば

の
見
當
を
附
け
た〜

云
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
予 

:.
«
歐
汫
の
利
子
#

合
が
«
^
終
結
後
多
年
の
間
騰
貴
す 

る
の
傾
向
を
对
し
"
合
：衆
國
も
幾
分
炉
其
影
響
を
蒙
る 

-』
と
{:
就

き
•^
.«
餘

程

の

確

信

を

有

し

て

居

：る

も

.

、
同 

時
に
其
/}
1

«
の
^

«
を
»
字
*
川
ゐ
.て
豫
言
す
る
は
一 

の
臘
测
^
試
み
る
に
外
な
ら
な
い
と
云
.■ふ
可
き
で
：あ

I

i

n

暴
署
黎
馨 
c
t
f

r

為
：

羅
^
^

i§v
v
.
-
.

批

鄭

七

，：紹

介

交

通

旁
|
麵

_
臓

著
漭
は
卑
稻
田
大
學
敎
授
に
し
て
、
篤
學
の
士
な
り 

今
本
書
成
な
、

一

言
な
か
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
.0

著
潘
が
本
書
を
公
’に

せ

し

動

機

は

"

其

序

に

あ

る

が 

如

く

、
第一

は
0
己

が

眞

而.0
な

る

硏

究0
手

段

た

ら 

し

む

る

こ

と

、

第

一

一

は

敎

授

上

の

不

便

を

除

か

ん

と

す 

る
に
あ
h

o
而
し
て
批
評
者
た
る
余
は
主
と
し
て
第 
一■ 

の
見
a:

^/.

に

.|
1

^
發
究
0
方
矿
.|:
'
:̂

て
本
»

^

#

«せ 

ん
と
欲
す
、
箸
漭
は
先
づ
：卷
頭
に
於
てr

交
通」

の
言
語 

的
意
«

ど
槪
念
と
に
就
き
で
硏
究
せ
り
o
而
し
て
®
に 

歐
米
學
者
の
.說
fe
紹
介
す
^
を
以
て
-1
足
せ
ざ
る
著
背 

は

前

潘

は

關

じ

て

は

爾

難

の

註

に

あ

ぶ

「

交

瓶

賴

出

」

を

.第
十
..：

I
.
#
C
1
,

六
'̂
：

>

批
評
，
i
.紹
介
夾
澉
繭

揭
げ
.て
輿
^

の
_
來
す
る
：̂

G
ぎ
を
.論

じ

、

轉

ん

.じ

て 

V
e
r
k
e
h
r

の
槪
念
構
成
に
就
令
て「
シ
ユ
モ
ラ
丨」

「

コ 

I

ン•」

等
諸
學
潘
の
定
義
を
擧
げ
て一
々
之
れ
を
比
較 

硏
梵
し
其
結
論
に
於
で
著
者
自
か
ら
の
信
ず
る

處
を
奴 

述
■せ
b

o
蓋
槪
念
と
：い
'ひ
、
定
義
と
f

る
も
の
何
れ 

も
固
定
的
の
に
し
て
流
轉
的
な
る
實
在
其
^
を
的 

確
に
表
現
す
る
こ
と
不
可
能
な
b

o
此
點
は
經
濟
學
上 

の

根

本

槪

念

た

る

「

財」
「

資

本J

に

就

き

て

も

同

一

な 

K
V
O故

に

著

書.に

し

て

，眞

に

交

通

其

者

の

意

義

を

論

逆 

ん
と
せ
ば
斯
く
の
如
き
煩
雜
な
る
方
法
を
避
け
て
®
刀 

直
入
、
交
通
其
者
の
人
生
に
於
け
る
實
花
的
意
義
を
論 

す
る
方
、
.遙
か
に
吾
人
の
科
學
的
良
心
を
滿
足
せ
し
め 

#

^

l

c

f
 

o
次
ぎ
じ
交
通
の
秫
類
、
；各
秫
交
3 1

機
關 

の
'能
.力
：

S

較
を
溆
し
,
逛
に
甘
本
の
經
濟
學
考
の
交
贩
. 

論
た
る
特
色
を
；發
撖
せ
し
.め
ん
が
爲
め
に
、
館
四
章
に 

於
て
本
邦
变
通
發
達
略
史
を
揭
对
た
り
o
著
#
が
上
古 

時
代
に
於
け
る
交
通
殊
校
陸
上
交
狐
の
幼
稚
な
り
し
を 

論

せ

し

點

に

，
裏

書

，
す

る

爲

め

：
泛

、
.
.
余

は

魏

志

の

_

「

始

第
.
1_
魄

1'

六
九'

i
i
m
.



風

度
，ヤ
海.千
餘
里
、
其
大
官
日
卑
狗
，
副
闼
单
奴
母
離
、.，
 

所
§

絕
島
方
可
四
西
餘
盟1
±:

地
山
險
多
深
林
、
.邋
路 

如
離
禽
徑
、
云
々」
を
舉
け
.
ん

と

す
0

又
た

>
 

仲
哀
紀 

に「

皇
后(

神
功)

別
船
自
洞
海
入
之
、
潮
涸
不#

進
、 

時
熊
觸k

還
之
自
舉
迎
皇
后
、
則
見
御
船
不
進
德
嫌
之
、 

忽
作
溆
沼
烏
池
、
悉
聚
热
鳥
、
、皇
后
看
是
魚
鳥
之
遊
、

. 

而
氣
々
心
解
、
及
潮
滿
即
泊
于
尙
滞

」
の
如
き
朧
げ
な 

が
ら
當
時
に
於
け
る
沿
岸
交®

の
狀
耀
を
察
す
S
を
#
 

可
-L
o

只
‘た
著
潘
が
上
古
阽
代
の
海
上
交
通
論
の
中
に 

d
-
H

本
の
商
人
は
神
功
#
后
や
應
神
天
皇
以
前
に
旣
に 

支
那
の
手
に
食#.
を
し
て
居
たも

の
と
»
中
ベ
き
資
料 

あ
b

」
(

K

七
〇)

と
あ
る
が
"

當
時
支
'那
方
面
と
交
通 

せ
し
も
の
は
後
潢
書
に「

倭
在
韓
東
南
大
海
中
"
依
山 

岛
爲
g

"

凡
西
餘
»

、
自
武
帝
減
朝
鮮
、
使
®
通
於
漢 

書
三
十
許
國
、
國
赀
稱
王°.
袞
々」

と
あ
る
が
如
く
寧 

ろ
商
人
に
あ̂

中
し
て
、
九
州
方
面.の
豪
族
な
ち
•し
と 

信
す
。
'次
ぎ
，に
王
朝
時
代
を
徽
ぜ-1
,
中
に「

大
宰
府
に 

は
新

^

^

^
を
送
^
:
'て
、'
.そ
*

.を
遺
腐
使
の
乘
用

l

%
.o

に
も
す
名
：の
で
あ
がJ 

(

11
七
5

)

と
':
|
)石
は
:,
:
>其
葸
«| 

少
し
ぐ
不
S

徹
、
大
宰
府
の
官
人
命
じ
て
新
羅
形
の
饼
，

船
を
造
ら
せ
し
め
し
も
の
か
、
或
は
大
宰
府
に
て
造
ら 

れ
し
も
の
炉
、
耜

、
後
潘
と
せ
ば
大
宰
府
は
海
燁
を
*

、
る
南
方
四
里
、
斯
く
の
如
き
設
備
の
^
す
る
も
の
と
は 

解
せ
ら
れ
中
。
又
、：
鎌
倉
時
代
の
中
に

「

兵
«

に
築
®
 

し
て
宋
船
を
博
多1
レ
も
琢
に
兵
庫
に
來
泊
せ
し
め
ん 

I

と
企
て
る
な
ど
云
々」

(

賀
八
〇)

と
あ
る
o

博
多
は
寧 

I

ろ
今
律
2

せ
し
方
、
適
當
と
信
す
。
何
ん
と
な
れ
ば
當 

\

時
に
於
け

る
：：！

宋
の
交
通
は
ま
と
し
て
後
者
に
於
て
營

'

|

ま
れ
し
を
以
て
な

b

o
次
ぎ
に

著

潜

が

徳

川

時
代
を

論 

\
せ
し
中

1に
、
當
時
の
交
澉
上
、
最
も
重
嬰
な
る
意
義
を 

\

有
す
る
町
飛
脚
淛
度
に
就
き
て
述
ぶ
る
處
比
較
的
少
き 

一

を

«
1«
と
せ
ざ
る
を

#
ず

0
抑

も

/
.
.
、
飛

脚

名

稱

の

起
 

源
は
極
め
て
古
く
倭
訓
榮
に「

ひ
き
や
く」

と
あ

6

0
源 

.平
®
衰
記
に
：1「
治
承
五
年 
一一
■月
十

七

H
伊
豫
國
ょ
り
飛 

脚
あ
：り
て
六
波
羅
に
着
、
狀
を
披
ひ
て
云
々」

i

f
 

其
他
愚
管
抄
菜
鑑
等
に
も
散
見
す
。
術
ほ
.、
民
營
飛
脚

パ.
I 

. ...

.'
--.
I

 
1.

:
 
■

.

劁
度
以
前
に
公
用
遨
中
飛
脚
劁
度
.

(

天
正
十
八
年)

或
は
.

七
®

飛
脚
制
度
の
如
き
存
せ
し
な
ら
むo
而
し
て
後
者 

に
就
&

て
は
.尾
州
七
里
飛
脚
制
度«
武
藏
國
莅
減
郡
六
.
 

鄕
衬
ょ
b

•東
派
道
池
鰓
鮒
驛
に
：至
る
中
間
十
八
ヶ
所
に 

小
舍
を
設
け
、
紀
州
はf

祭
川
_

ょ
b

佐
屋
驛
じ
至
る
r
 

小
間
十
四
ヶ
處
に
同
じ
く
小
舍
を
設
け
、
各
飛
脚
を
«

\ 

き
以
つ
て
往
腹
の
書
狀
を
轉
送
せ
し
め
た
分
。
銜

ほ

著

\

 

潘
が
擧
げ
し
飛
脚
制-
»
外
に
寬
文
十
一
年
大
阪
飛
脚
關
一 

屋
島
渥
侔
右
衞
門
、
江
戶
飛
脚
間
展
備
前
屋
與
兵
衞
等
| 

に
ょ
つ
.て
1

始
せ
ら
れ
し
叙
銀
遞
送
即
ち
金
飛
脚
後
ち

|

 

の
中
板
組
.の
如
き
又
た
一
考
を
耍
す
る
も
の
、なb
°
次
ふ 

ぎ
に
_

五
章
歐
洲
交
通
發
達
赂
史
に
於
て®
人
の
遺
慽
：\ 

と
す
る
露
は
埃
及
及
び「

フ
土
一
一 

ァJ

を
舉
げ
し
.著
*

が

\ 

「

パ
ビ
ロ
ン」

^

に「

ス
メ
ダ」

民
族
に
於
け
る
水
路
交
通，
Z 

に
就
'さ
て
何
等
論
ず
る
處
な
き-」

i

f

o

最
近
、
伯 

沐
の
.「

ヒ
ユ
，.ベ
ダ」

の
硏
究
に
上
れ
«
、

「

>
.
ビ
ロ
シ
し 

の
政
治
は
殆
ん
ど
治
水
寧
業
に
し
て
全
國
に
.徽
在
す
る
 

鑛
：0

S
運
河
に
は
必
ず
附
近.に
倉
®

ぁ
り
.て
、
貨
物
.を
'

.
第
十
？
卷
.(

ム
七
ご
，

批
評i
紹
t

交
通
給

海
丘
に
輸
逡
す
る
-に
稱
礅
て
便
利
な
ら
し
め
し
-
-

i

* 

>
,と
、
.又
た
著
者
が
中
世
0
歡
交
通
を
論
せ
し
中
に 

:
霄

「

ァv

プ
ス」

ii
m

の
询
北
*

經

濟

地

域

に

*

ぼ 

し
た
る
影
響
を
記
す
る

こ

と
な
き
は
之
れ
又
た
@
入
の 

遺
懺
i
す
る
處
ぴ
b
.
o蓋
、
中
世
に
於
け
る「

ァX
ブ 

スJ

開
®

は
近
世
初
期
に
於
け
る「

コ？

ン
ブ
ス」

の
*
 

大
陸
發
見
と
歐
洲
の
經
濟
的
活
動
に
與
へ
た
る
影
響
は 

等
し
き
も
の
な
b
と
す
。
次
ぎ
に
著
者
は
鎗
六
章
に
於 

て
交
祖
發
達
の
直
接
的
影
響
を
第
七
節
に
て
交
®
發
逄 

.0-
:間
接
的
影
響
第
八
章
に
て
交
®
機
關
0
創
設
、
第
九 

’

章
交
通
營
業
费
第
十
章
に
rc
交
通
賃
率
の
槪
念
及
®
件 

第
十
一
章
に
て
賃
_

の

决

定

、

第

士

一

章

に

て

交

通

政 

.策
に
論
及
せ
b
是
等
の
硏
究
K
題
に
就
き
T
は
著
漭
は 

我
報
經
濟
學
界
の「

ォー

ソ
リ
.チ
1

Jな
る
を
以
て
菩
人 

後

進

の

徒

の

娘

り

に

批

判

、を

狹

む

可

き

も

に

f

f
 

之
.れ
を
要
す
る
に
、
本
書
をf

贳
す
る
特
色
は
實
に
靛 

摯
の
二
字
に
あ
り
と
す
。
佘
輩
は
著
書
が
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